
 

 

 

                            

古代史シリーズ２ 

「古事記と日本文化」 

 

著者：情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

記
紀
に
よ
る
日
本
の
歴
史
は
高
天
原
の
神
話

の
世
界
、
天
孫
降
臨
か
ら
始
ま
る
天
皇
の
国
家
づ

く
り
、
大
和
朝
廷
か
ら
奈
良
ま
で
の
経
緯
を
神
々

と
天
皇
の
施
策
で
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
紀
を

読
み
解
く
に
は
、
こ
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
須
で
す
。
当
冊
子
で
は
主
要
な
神
々
と
天
皇
を

取
り
上
げ
古
代
史
の
基
本
的
な
流
れ
と
神
々
と
天

皇
の
関
係
を
理
解
し
ま
す
。
記
紀
を
読
め
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
基
礎
知
識
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。 
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は
じ
め
に 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

 筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の
文

化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
の
文
化
は
縄
文
時
代
（一
万
五
千
年
前
）か
ら
現
代
ま
で
の
積
み
重
ね
で
築
か
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
い
ま
す
と

そ
の
文
化
が
何
か
も
意
識
し
な
い
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
２ 

「
古
事
記
と
日
本
文
化
」
で
は
、
日
本
の
神
々
か
ら
天
皇
への
継
承
系
譜
を
追
い
、
後
世
に
重
要
な
文
化
的
影
響

を
も
た
ら
し
た
天
皇
と
そ
の
政
事
（ま
つ
り
ご
と
）を
古
事
記
・日
本
書
紀
か
ら
要
約
し
ま
す
。
高
天
原
か
ら
の
３
柱
の
天
孫
降
臨
、
天

皇
の
重
大
足
跡
、
日
本
文
化
の
基
盤
に
あ
る
飛
鳥
・白
鳳
・天
平
時
代
の
治
政
と
文
化
を
探
り
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア

か
ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

＋
「
世
界
と
日
本
の
見
方
」 

松
岡
正
剛 

（
春
秋
社
） 

＋
「
古
事
記
」 

竹
田
恒
泰 

（
学
研
）
、
「
日
本
書
紀
」 
宇
治
谷
孟
（
講
談
社
） 

＋
「
古
代
日
本
誕
生
の
謎
」 

武
光
誠 

（P
H

P

） 

＋
「
日
本
の
歴
史 

本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」 

田
中
英
道
著
（
扶
桑
者
） 

＋
「
海
道
東
征
」
を
ゆ
く 

（
産
経
新
聞
社
） 

な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
２ 

「
古
事
記
と
日
本
文
化
」
の
全
体
構
成
は
次
の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 
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◎ 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
２ 

「
古
事
記
と
日
本
文
化
」の
目
次 

◎ 

第
一
章 

「
日
本
の3

つ
の
パ
ン
テ
ノ
ン
（神
殿
）」  ..................................................... 

４ 
高
天
原
か
ら
降
臨
し
た
３
柱
で
あ
る
日
本
の3

つ
の
パ
ン
テ
ノ
ン
（神
殿
）と
古
代
大
和
朝
廷
の 

繋
が
り
は
何
か
。
出
雲
や
日
向
の
記
紀
で
の
位
置
づ
け
を
掴
み
ま
す
。 

 第
二
章 

「
神
と
天
皇
」  ................................................................................ 

２
１ 

大
和
朝
廷
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
天
皇
の
業
績
と
そ
の
日
本
文
化
づ 

く
り
の
御
心
を
お
さ
え
ま
す
。 

 第
三
章 

「
大
和
朝
廷
か
ら
飛
鳥
時
代
へ」  ......................................................... 

３
６ 

纏
向
遺
跡
（古
代
大
和
朝
廷
）か
ら
大
和
朝
廷
への
文
化
の
変
遷
、
お
よ
び
仏
教
が
導
入
さ
れ
た 

「
飛
鳥
時
代
」の
文
化
と
そ
の
発
展
を
支
え
た
天
皇
の
施
政
を
取
り
上
げ
ま
す
。  

 第
四
章 

「
白
鳳
・天
平
文
化
」 ......................................................................... 

４
９ 

仏
教
が
導
入
さ
れ
た「
飛
鳥
時
代
」
か
ら
仏
教
が
花
咲
く「
白
鳳
・天
平
」の
文
化
と
そ
の
発
展
を 

支
え
た
天
皇
の
施
政
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 第
五
章 

「
神
武
天
皇
」 .................................................................................. 

６
４ 

大
和
朝
廷
を
作
っ
た
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
。
大
和
に
君
臨
す
る
ま
で
の
軌
跡
を 

た
ど
り
ま
す
。 

お
わ
り
に .................................................................................................... 

８
０ 
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◆ 

第
一
章 

「
日
本
の
三
つ
の
パ
ン
テ
オ
ン
」の
目
次 

第
一
話 

神
代
の
構
造  ................................................................................ 

５ 
高
天
原  

葦
原
中
国 

黄
泉
の
国  

第
二
話 

三
つ
の
パ
ン
テ
オ
ン  .......................................................................... 

７ 

日
向
パ
ン
テ
オ
ン 

出
雲
パ
ン
テ
オ
ン 

大
和
パ
ン
テ
オ
ン 

第
三
話 

出
雲
伝
説  ................................................................................ 

１
０ 

出
雲
の
遺
跡  

記
紀
が
伝
え
る
国
譲
り
物
語 

第
四
話 

日
向
伝
説 ................................................................................. 

１
３ 

天
孫
降
臨  

日
向
の
三
代
神  

第
五
話 

大
和
朝
廷
の
誕
生
と
そ
の
経
緯 ..................................................... 

１
６ 

纏
向
遺
跡
と
古
代
大
和  

大
和
朝
廷
への
経
緯 

コ
ラ
ム
：「
天
孫
降
臨
の
随
伴
神
」  ................................................................ 

２
０ 
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第
一
話 

神
代
の
構
造 

  

古
事
記
で
は
、
最
初
に
神
々
が
お
わ
し
ま
す
高
天
原
の「
神
代
の
神
話
」の
時
代
が
あ
り
、
そ
の
後
に
葦
原
中
国
（
あ
し
は
ら
な
か
こ
く
）に
降

臨
し
た
天
皇
の
話
に
進
み
ま
す
。
天
皇
期
に
な
り
ま
す
と
、
高
天
原
と
直
接
関
係
す
る
初
代
天
皇
に
な
る
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（カ
ム
ヤ
マ

ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
：以
降
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
と
記
す
）が
東
征
し
、
橿
原
宮
（
か
し
は
ら
ぐ
う
）を
建
て
大
和
に
居
を
構
え
神
武
天
皇
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
は
古
代
大
和
か
ら
始
ま
り
全
国
を
統
治
し
て
行
く
天
皇
紀
で
す
。
つ
ま
り
、
葦
原
中
国
が
大
和
に
変
わ
り
天
皇
の
統
治
の
話
に

移
っ
て
い
き
ま
す
。
高
天
原
世
界
の
構
造
か
ら
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

神
代
の
世
界
は
、「
空
」
、「
海
」、「
異
界
（い
か
い
）」で
構
成
さ
れ
、「
空
」に
は
高
天
原
が
あ
り
、「
海
」に
は
葦
原
中
国
が
あ
り
、「
異
界
」に
は

黄
泉
国
（
よ
み
の
く
に
）
が
あ
る
と
い
う
（参
照
資
料1-1

）。 

高
天
原
は
、
天
照
大
御
神
（ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）が
統
治
す
る
天
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
天
の
香
山
（か
ぐ
や
ま
）が
そ
び
え
、
天
の

安
の
河
が
流
れ
、
天
の
岩
戸
が
あ
り
、
多
く
の
天
つ
神
（あ
ま
つ
か
み
）が
い
る
。
天
つ
神
の
中
に
は
、

天
の
安
（や
す
）の
河
原
で
の
あ
ら
ゆ
る
軍
議
で

の
助
言
者
で
あ
る
知
恵
の
神
の
思
金
神
（オ
モ

イ
カ
ネ
ノ
カ
ミ
）を
始
め
八
百
万
（や
お
よ
ろ

ず
）の
神
々
が
い
る
。
阿
波
国
風
土
記
逸
文
に

は
、
大
和
三
山
の
一
つ
で
あ
る
天
の
香
具
山
は

天
か
ら
降
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
大

和
三
山
（参
照
資
料1

-2

）の
中
で
最
も
神
聖

視
さ
れ
る
山
で
あ
る
。
高
天
原
に
対
し
て
地
上

に
は
葦
原
中
国
が
あ
る
。 

 

葦
原
中
国
の「
葦
原
」と
は
、
葦
が
生
い
茂
る

未
開
の
原
野
の
こ
と
で
海
に
浮
い
て
い
る
。
葦
と

は
人
間
の
こ
と
で
青
人
草
（
あ
お
ひ
と
く
さ
）と

言
う
。
十
七
世
紀
、
パ
ス
カ
ル
が「
人
間
は
考
え

る
葦
で
あ
る
」と
い
い
ま
し
た
が
、
古
事
記
が
書

空

異界

高天原
天つ神

天の香山

天の安の河

天の岩屋

黄泉国

根堅州国（根の国）
（ねのかたすくに）

？

海

葦原中国

国つ神

出雲

青人草（あおひとくさ）

高千穂

常世国

（海の彼方にある国）

海神の宮

（海上または
海底にある国）

ニニギの降臨

出典：「ゼロから知る「古事記」（Ｇａｋｋｅｎ）

参照資料１－１：神代の構造：高天原と葦原中国

参照資料１－２：大和三山 出典：ウィキペディア図柄引用

橿原神宮

神武天皇陵

畝傍山

耳成山

香久山

三輪
山
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か
れ
て
千
年
後
で
も
同
じ
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
ね
。「
中
国
」と
は
、
高
天
原
の
天
上
と
地
下
世
界「
冥
界
（め
い
か
い
）」の
中
間
に
あ
る
国
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
こ
に
は
国
つ
神
（く
に
つ
か
み
）が
居
て
、
葦
原
中
国
の
土
地
を
領
有
し
て
い
ま
す
。
国
つ
神
の
中
で
一
番
大
き
な
神
は
出
雲

の
神
で
す
。
こ
の
葦
原
中
国
が
浮
い
て
い
る
海
に
は
常
世
国
（と
こ
よ
の
く
に
）と
海
神
の
宮
（わ
た
つ
み
の
み
や
）が
あ
り
、
葦
原
中
国
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
葦
原
中
国
は
黄
泉
比
良
坂
（よ
も
ひ
ら
さ
か
）を
通
し
て
黄
泉
国
（
よ
み
の
く
に
）に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
葦
原
中

国
は
国
つ
神
が
所
有
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
国
は
高
天
原
が
支
配
す
る
国
に
な
り
ま
す
。 

常
世
の
国
と
は
、
海
の
彼
方
に
あ
る
国
で
す
。
国
つ
神
を
助
け
た
り
、
葦
原
中
国
か
ら
消
え
て
行
く
神
の
国
で
す
。
中
国
、
朝
鮮
や
イ
ン
ド
か

ら
の
渡
来
人
の
神
様
を
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

も
う
一
つ
の
海
神
の
宮
（わ
た
つ
み
の
み
や
）は
、
海
上
ま
た
は
海
底
に
あ
る
国
で
す
。
記
紀
に
登
場
す
る
海
神
（ワ
タ
ツ
ミ
）は
朝
鮮
と
の
交
易

で
活
躍
す
る
倭
国
の
船
頭
で
す
。
古
代
は
小
さ
な
手
漕
ぎ
船
や
帆
船
で
対
馬
海
峡
や
玄
界
灘
を
渡
る
の
で
す
か
ら
、
風
や
潮
そ
し
て
天
気
を

読
ん
で
無
事
に
航
海
さ
せ
て
く
れ
る
船
頭
は
海
神
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
北
九
州
や
山
陰
沿
岸
や
壱
岐
・対
馬
な
ど
に
そ
う
い
う
海
神
が
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
所
が
海
神
の
宮
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
黄
泉
比
良
坂
（よ
も
ひ
ら
さ
か
）が
あ
っ
て
、
高
天

原
は
黄
泉
国
と
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

黄
泉
国
は
異
界
で
海
の
下
に
あ
り
ま
す
。
古
事
記
に
出
て
く
る
出
雲
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
根
堅
州
国
（ね
の
か
た
す
く
に
）が
黄
泉
国
と
い

わ
れ
ま
す
。
根
の
国
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
海
の
下
、
地
中
に
あ
る
世
界
で
す
。
こ
こ
へ
黄
泉
比
良
坂
を
使
っ
て
降
り
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

伊
邪
那
岐
尊
（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
亡
く
な
っ
た
伊
邪
那
美
尊
（イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）に
会
う
た
め
に
黄
泉
比
良
坂
を
通
っ
て
黄
泉
国
に
い

る
伊
邪
那
美
尊
を
訪
れ
ま
す
。
こ
の
国
は
死
後
の
世
界
で
す
が
、
伊
邪
那
美
尊
の
よ
う
に
遺
体
が
動
き
回
る
世
界
の
よ
う
で
す
。
黄
泉
比
良

坂
を
通
っ
て
現
世
と
の
往
還
も
で
き
る
の
で
す
。 
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第
二
話 

三
つ
の
パ
ン
テ
オ
ン 

 
松
岡
正
剛
氏
は
著
書
「
世
界
と
日
本
の
見
方
」の
中
で
、
三
つ
の
パ
ン
テ
ノ
ン
（
神
殿
）と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
の
パ
ン
テ
オ
ン

を
も
じ
っ
て
、
日
本
に
は
高
天
原
か
ら
降
り
て
き
た
三
人
の
神
が
あ
り
、
三
つ
の
聖
地
に
パ
ン
テ
ノ
ン
を
作
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
三
つ
の
聖
地

と
は
、「
出
雲
」
、「
日
向
」
、「
大
和
」
で
あ
る
。
高
天
原
か
ら
降
臨
す
る
神
は
三
種
の
神
器
を
天
照
大
御
神
か
ら
授
け
ら
れ
て
降
臨
す
る
。 

高
天
原
か
ら
最
初
に
降
臨
し
た
神
の
地
は「
出
雲
」で
あ
る
。
高
天
原
で
の
天
照
大
御
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）
の
弟
で
あ
る
須
佐
之
男

命
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
高
天
原
で
注

乱
暴
狼
藉
を
働
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
八
百
万
の
神
が
議
論
の
後
、
高
天
原
か
ら
追
放
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
な
ど
の
神
事
を
行
う
御
殿
に
糞
を
ま
き
散
ら
し
た
り
、
田
の
畔
を
壊
し
、
溝
を
埋
め
た
り
し
た
。 

 

須
佐
之
男
命
は
、
最
初
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
出
雲
国
（島
根
県
）斐
伊
川
（ひ
い
が
わ
）の
上
流
の
鳥
髪
（と
り
か
み
）に
降
臨
す
る
。
こ
の
斐
伊
川

を
上
っ
て
行
く
と
老
夫
婦
が
娘
を
挟
ん
で
泣
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
す
。
泣
い
て
い
る
そ
の
理
由
を
聞
く
と
、
こ
の
時
期
、
八
岐
大
蛇
（や
ま
た

の
お
ろ
ち
）
が
現
れ
、
娘
を
一
人
ず
つ
さ
ら
っ
て
い
き
、
今
年
最
後
の
こ
の
娘
が
さ
ら
わ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
娘
が
櫛
名
田
比
売
（ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
）

で
、
須
佐
之
男
命
が
八
岐
大
蛇
に
立
ち
向
か
っ
て
櫛
名
田
比
売
を
助
け
る
物
語
が「
八
岐
大
蛇
伝
説
」で
す
。
八
岐
大
蛇
を
酒
に
酔
わ
せ
て
退

治
し
、
そ
の
尾
か
ら
出
て
き
た
の
が「
草
薙
の
剣
（く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ
）」で
す
。
須
佐
之
男
命
は
こ
の
剣
を
天
照
大
御
神
へ献
上
し
ま
す
。
現

在
も
天
皇
継
承
時
の
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
剣
で
す
。
八
岐
大
蛇
が
退
治
さ
れ
た
時
、
伝
説
で
は
、
そ
の
血
で
斐
伊
川
が
真
っ
赤

に
染
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
斐
伊
川
の
上
流
は
蹈
鞴
鉄
（た
た
ら
て
つ
）の
原
料
の
砂
鉄
の
産
地
で
あ
り
、
こ
の
川
は
酸
化
鉄
で

赤
く
染
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
八
岐
大
蛇
は
斐
伊
川
そ
の
も
の
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
岐
大
蛇
退
治
の

後
、
須
佐
之
男
命
は
櫛
名
田
比
売
（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
）と
結
ば
れ
、
日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。「
八
雲
立
つ 

出
雲
八
重
垣 

妻
ご
み
に 

八
重
垣
作
る 

そ
の
八
重
垣
を
」。
そ
の
意
味
は
、「
こ
こ
出
雲
に
立
ち
上
る
の
は
八
重
垣
の
よ
う
な
雲
だ
。
妻
と
住
む
宮
に
も
八
重

垣
を
作
っ
て
い
る 

そ
う
八
重
垣
を
」と
い
う
歌
で
あ
る
。 

須
佐
之
男
命
の
六
代
目
の
子
が
大
黒
様
と
し
て
知
ら
れ
る
大
国
主
神
（
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）で
す
。
少
名
毘
古
那
神
（
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ノ
カ

ミ
）と
共
に
国
造
り
を
行
う
が
、
少
名
毘
古
那
神
は
途
中
で
常
世
の
国
へ去
っ
て
し
ま
す
。
一
人
に
な
っ
た
大
国
主
神
が
悩
ん
で
い
る
と
、
夢
枕

に「
大
物
主
大
神
（オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）」
が
現
れ
る
。「
あ
な
た
様
は
ど
な
た
で
す
か
？
」と
聞
く
と
、「
私
は
お
ま
え
の
幸
魂
（さ
ち
み

た
ま
）
、
奇
魂
（く
し
み
た
ま
）で
あ
り
、
私
を
三
輪
山
に
祀
れ
ば
国
造
り
を
手
伝
お
う
」と
い
う
。
夢
の
お
告
げ
通
り
に
す
る
と
、
国
造
り
が
完

成
し
た
と
古
事
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
国
造
り
が
完
成
す
る
と
、
高
天
原
か
ら
の
要
求
が
あ
り「
国
譲
り
」が
行
な
わ
れ
る
。
高
天
原
か
ら
み

れ
ば
、
葦
原
中
国
は
高
天
原
が
知
ら
す
（
治
め
る
）国
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
の
用
語
の「
幸
魂
」、「
奇
魂
」と
は
、
日
本
神
道
で
い
う「
人
の

心
は
四
つ
の
魂
」
で
出
来
て
い
る
と
い
う「
一
霊
四
魂
」か
ら
来
て
い
る
。
一
霊
四
魂
と
は
荒
魂
（あ
ら
み
た
ま
）、
和
魂
（
に
ぎ
み
た
ま
）、
幸
魂
、
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奇
魂
で
、
荒
魂
は「
勇
気
、
荒
々
し
さ
の
神
霊
」、
和
魂
は「
親
、
親
し
く
交
わ
る
神
霊
」、
幸
魂
は「
愛
、
人
を
幸
せ
に
す
る
神
霊
」、
奇
魂
は

「
智
、
不
思
議
な
力
で
物
事
を
成
就
す
る
神
霊
」を
い
う
。
大
物
主
大
神
は
大
国
主
神
の
幸
御
魂
、
奇
魂
で
す
か
ら
、
分
身
の
同
一
の
神
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
大
和
に
あ
る
三
輪
山
の
話
は
出
雲
の
勢
力
が
出
雲
国
だ
け
で
な
く
、
大
和
地
域
も
含
め
全
土
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
、
そ
し

て
新
た
な
大
和
に
で
き
た
天
照
大
御
神
に
つ
な
が
る
王
家
が
出
雲
勢
力
を
従
え
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
次
に
日
向
パ
ン
テ
ノ
ン
伝
説
を
み

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

二
番
目
の
降
臨
で
あ
る
日
向
パ
ン
テ
オ
ン
は
、
瓊
瓊
杵
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）の
天
孫
降
臨
で
始
ま
る
。
葦
原
中
国
の
平
定
と
大
国
主
神
か
ら

の
国
譲
り
が
確
定
し
た
の
ち
に
高
天
原
か
ら
降
臨
す
る
。
三
つ
の
パ
ン
テ
ノ
ン
の
中
で
は
最
も
正
統
派
の
降
臨
に
な
る
。
高
天
原
で
、
天
照
大
御

神
は
自
分
の
子
の
天
忍
穂
耳
命
（
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）に
降
臨
を
命
じ
る
が
、
瓊
瓊
杵
尊
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、
こ
ち
ら
の
方

が
降
臨
に
は
適
切
と
言
っ
て
譲
る
。
天
照
大
御
神
の
孫
が
降
臨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
天
孫
降
臨
と
い
う
。
降
臨
の
際
に
、
多
く
の
注

随
伴
神

（
ず
い
は
ん
し
ん
）を
従
え
て
日
向
の
高
千
穂
の
峯
に
降
り
立
つ
。
随
伴
神
に
は
、
葦
原
中
国
の
案
内
役
で
猿
田
毘
古
神
（
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
）、

天
の
岩
戸
前
で
踊
っ
た
天
宇
受
売
神
（ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
カ
ミ
）、
高
天
原
の
知
恵
者
の
思
金
神
（オ
モ
イ
カ
ネ
ノ
カ
ミ
）、
天
照
大
御
神
が
隠
れ

た
天
の
岩
戸
を
押
し
開
い
た
天
手
力
男
神
（ア
マ
ノ
テ
ヂ
カ
ラ
ノ
オ
ノ
カ
ミ
）
等
多
数
で
あ
る
。
（
注
）
詳
細
は
コ
ラ
ム
を
参
照 

瓊
瓊
杵
尊
は
降
臨
し
て
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
（
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）に
一
目
ぼ
れ
し
て
結
婚
す
る
。
瓊
瓊
杵
尊
の
三
代
後
の
子
孫
が
神
武
東

征
を
お
こ
な
う
イ
ワ
レ
ビ
コ
、
後
の
神
武
天
皇
で
あ
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
大
和
に
東
征
し
、
大
和
に
橿
原
宮
（か
し
は
ら
ぐ
う
）を
造
り
、
大
物
主

大
神
の
娘
、
伊
須
気
余
理
比
売
（
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
）と
結
婚
す
る
。
大
和
の
統
治
に
は
三
輪
山
（出
雲
勢
力
）に
協
力
を
得
る
こ
と
が
必
須
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

三
番
目
の
降
臨
は
大
和
パ
ン
テ
オ
ン
で
す
。
記
紀
を
読
む
と
、
大
和
へは
瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）の
兄
、
天
火
明
命
（
ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
ノ

命
）
の
子
孫
で
あ
る
饒
速
日
命
（以
下
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
）が
降
臨
し
て
い
る
。
神
武
東
征
で
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
大
和
を
平
定
す
る
時
に
帰
順
す
る
。

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
は
降
臨
し
た
あ
と
、
大
和
の
国
つ
神
の
長
髄
彦
神
（な
が
す
ね
ひ
こ
）の
妹
、
御
炊
屋
姫
（
み
か
し
や
ひ
め
）と
結
婚
し
、
宇
麻
志

麻
遅
命
（ウ
マ
シ
マ
ジ
ノ
ミ
コ
ト
）を
も
う
け
る
。
宇
麻
志
麻
遅
命
は
古
代
の
天
皇
家
を
支
え
る
物
部
氏
の
祖
と
書
紀
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
書

記
に
、
神
武
東
征
を
決
め
る
前
に
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
命
が
塩
土
老
翁
（シ
オ
ツ
チ
ノ
オ
ジ
）
に
相
談
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
東
征
は
塩

土
老
翁
に
尋
ね
、
翁
が「
東
に
美
地
（う
ま
し
つ
ち
）あ
り
。
青
山
四
周
（せ
い
ざ
ん
よ
も
に
め
ぐ
れ
り
）
」と
云
う
。
意
味
は
、
東
方
に
青
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
美
し
い
土
地
が
あ
る
。
そ
の
中
へ天
の
磐
舟
に
乗
っ
て
と
び
降
り
た
者
が
あ
る
。
と
び
降
り
た
者
は
饒
速
日
（
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
）と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
へ行
っ
て
都
を
造
る
に
限
る
。
」と
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
聞
き
大
和
に
天
津
神
が
い
る
こ
と
を
知
り
東
征
を
決
意
す
る
。 
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ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
命
の
降
臨
時
は
、
大
和
に
は
元
々
国
つ
神
と
し
て
三
輪
山
の
神
の
大
物
主
大
神
が
い
た
。
こ
の
神
は
葦
原
中
国
の
全
て
の
神
を
仕

切
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
命
の
子
孫
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
降
臨
時
に
大
き
な
争
い
は
無
く
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。 

出
雲
勢
力
の
存
在
に
関
し
て
、
書
紀
に
第
十
代
崇
神
天
皇
五
年
の
条
に
記
述
が
あ
る
。 

「
国
内
に
疫
病
多
き
と
き
、
天
照
大
御
神
と
倭
大
国
魂
神
（ヤ
マ
ト
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
ノ
カ
ミ
）の
二
神
を
天
皇
の
御
殿
に
同
居
さ
せ
た
。
し
か

し
、
二
神
の
同
居
に
は
畏
れ
が
あ
り
、
天
照
大
御
神
を
注

笠
縫
邑
（か
さ
ぬ
い
む
ら
）に
祀
っ
た
。
・・・ 

大
物
主
大
神
は
大
田
田
根
子
（オ
オ
タ
タ
ネ
コ
）、
倭
大
国
魂
神
を
市
磯
長
尾
市
（
イ
チ
シ
ノ
ナ
ガ
オ
チ
）を
祭
主
に
し
た
。
」 

つ
ま
り
、
三

輪
山
の
神
と
し
て
一
つ
に
統
一
（共
存
）さ
れ
て
い
た
神
を
、
葦
原
中
国
の
神
で
あ
る
三
輪
山

信
仰
の
大
物
主
大
神
、
そ
し
て
太
陽
神
と
し
て
の
天
照
大
御
神
、
大
和
の
地
主
神
と
し
て
の

倭
大
国
魂
神
に
、
三
分
割
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
三
神
は
そ
れ
ぞ
れ
大
神
神
社
、
伊
勢

神
宮
、
大
倭
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
（参
照
資
料1-3

）。
（
注
）
笠
縫
邑
と
は
、
三
輪
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
邑
で
、
元
伊
勢
と
言
わ
れ
る
檜
原
神
社
が
あ
る
。
伊
勢
神
宮
へ
は
こ
の
邑
か
ら
二
十
五
か
所
の
変
座
の
後

に
伊
勢
に
落
ち
着
く
。 

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
は
日
向
に
瓊
瓊
杵
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ
命
）が
降
臨
さ
れ
る
前
に
、
大
和
に
降
臨
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
和
に
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
が
王
国
を
既
に
持
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
初
代
天
皇
に
な
る
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
が
神
武
東
征
で
大
和
を
制
し
、
古
代
大
和
王
国
を

開
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
が
大
和
を
完
全
に
掌
握
で
き
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
第
十
代
の
崇
神
天
皇
ま
で
三
輪
山
の
影
響
が
あ
る
こ
と
で
そ
れ
は
理
解

で
き
る
。 

 

参照資料１－３：大神神宮と檜原神社、大倭神社

大神神宮

檜原神社

大倭神社

出典：ウィキペディア図柄引用
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第
三
話 

出
雲
伝
説 

 
出
雲
は
一
九
八
〇―

九
〇
年
代
に
二
つ
の
遺
跡
、
荒
神
谷
（こ
う
じ
ん
だ
に
）遺
跡
と
加
茂
岩
倉
（か
も
い
わ
く
ら
）
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る

ま
で
、
伝
説
の
国
で
あ
っ
た
。
こ
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
北
九
州
、
大
和
に
並
ぶ
第
三
の
文
化
圏
、
北
九
州
と
は
別
の
発
展
を
遂
げ
た

出
雲
王
国
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
一
世
紀
中
葉
に
出
雲
文
化
は
急
速
に
発
達
し
、
北
九
州
か
ら
の
弥
生
文
明
が
出
雲
独
自
の
文
明

に
変
わ
る
。
そ
れ
は
、
北
九
州
の
初
期
の
稲
作
を
担
っ
た
集
団
が
用
い
た
遠
賀
川
式
土
器
が
出
雲
で
出
土
す
る
し
、
一
世
紀
中
葉
に
、
北
九
州

の
弥
生
式
土
器
と
は
異
な
る
出
雲
独
自
の
口
縁
端
部
が
凹
形
の
土
器
、
凹
線
文
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
異
な
っ
た
文
化
圏
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、 

荒
神
谷
遺
跡
と
加
茂
岩
倉
遺
跡
の
出
土
か
ら
、
出
雲
は
二
世
紀
中
葉
に
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
。
荒
神
谷
遺
跡
を
見
て
み
よ
う
。 

 

一
九
八
四
年
、
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
の
三
五
八
本
の
銅
剣
（中
細
形
銅
剣
）
が
発
掘
さ
れ
た

（参
照
資
料1-4

）。
こ
の
時
点
ま
で
の
銅
剣
の
発
見
数
は
全
国
合
計
で
も
三
百
本
の
発
見
し
か

な
い
こ
と
を
見
る
と
、
驚
く
べ
き
数
量
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
古
代
歴
史
の
大
変
更
が
必
要
に
な

っ
た
。
草
薙
の
剣
か
ら
銅
剣
信
仰
が
こ
の
地
に
は
根
付
い
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
地
は
御
神
体
と

な
る
銅
剣
を
出
雲
の
聖
地
の
仏
経
山
麓
（ぶ
っ
け
い
さ
ん
ろ
く
）に
集
め
た
縁
結
び
の
祭
祀
が
行

な
わ
れ
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い
る
。
縁
結
び
の
祭
祀
で
あ
る
か
ら
、
出
雲
の
地
域
の
豪
族
の
交

流
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
出
雲
風
土
記
に
仏
経
山
は
神
名
火
山
（か
ん
な
び
や

ま
）と
言
わ
れ
、
神
の
山
と
あ
り
、
出
雲
の
す
べ
て
の
古
墳
は
こ
の
山
が
見
え
る
位
置
に
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
出
雲
風
土
記
の
記
述
か
ら
解
明
さ
れ
た
。
。 

も
う
一
つ
は
、
荒
神
谷
の
斜
面
に
四
列
に
納
め
ら
れ
た
三
五
八
本
の
銅
剣
の
数
と
神
社
数
と

の
一
致
で
あ
る
。
意
宇
郡
（
お
う
ぐ
ん
）の
列
の
銅
剣
は
三
十
四
本
、
風
土
記
に
よ
る
神
社
数
は

六
十
七
社
。
こ
の
数
の
違
い
は
大
和
朝
廷
が
出
来
て
か
ら
意
宇
郡
に
国
衙
（こ
く
が
）が
置
か
れ

た
た
め
、
国
衙
に
移
動
し
て
き
た
豪
族
た
ち
が
自
家
で
祭
る
神
を
分
社
し
て
作
っ
た
た
め
神
社

が
増
え
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
他
の
主
要
郡
か
ら
出
土
し
た
銅
剣
の
数
と
の
比
較
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
あ
る
（参
照
資
料1-5

）。
三
郡
（楯
縫
（
た
て
ぬ
い
）郡
、
秋
鹿
（
あ
い
が
）郡
、
島
根

郡
）で
は
銅
剣
百
十
一
本
で
風
土
記
に
よ
る
神
社
百
十
三
社
。
出
雲
郡
は
銅
剣
百
二
十
本
で

風
土
記
に
よ
る
神
社
百
二
十
社
。
神
門
郡
で
は
銅
剣
九
十
三
本
で
風
土
記
に
よ
る
神
社
九
十

参考資料１－４：荒神谷と加茂岩倉遺跡

銅剣358本

銅鐸38個

銅鐸6個、銅矛16本
荒神谷遺跡 加茂岩倉遺跡

出典：ウィキペディア図柄引用
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七
社
で
あ
る
。
こ
の
場
所
が
出
雲
の
各
郡
の
各
首
長
を
集
め
、
祭
祀
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と

に
合
点
が
行
く
。
集
め
た
の
は
出
雲
伝
説
に
あ
る
大
国
主
神
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
伝
説

か
ら
歴
史
への
変
換
が
な
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
（
注
）
三
郡
と
は
、
楯
縫
郡
、
秋
鹿
郡
、
島
根
郡
の

宍
道
湖
の
北
側
に
連
な
る
半
島
に
あ
る
三
郡
を
い
う
。 

も
う
一
つ
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
で
は
、
一
九
九
六
年
、
遺
跡
か
ら
三
八
個
の
銅
鐸
が
発
掘
さ

れ
た
。
こ
の
遺
跡
は
農
道
を
工
事
中
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
荒
神
谷
遺
跡

に
匹
敵
す
る
衝
撃
的
な
事
実
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
全
国
で
も
一
箇
所
で
二
四
個
の

出
土
が
最
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
大
き
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
遺
跡
は

近
く
に
矢
櫃
（や
び
つ
）神
社
跡
が
あ
り
、
現
在
は
磐
座
（い
わ
ざ
）を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
い

る
が
、
磐
座
を
祀
る
こ
の
土
地
の
首
長
の
所
有
物
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
判
断
さ
れ
た
。
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
賀
茂
岩
倉
の
よ
う
な
遺
跡
が
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
位
は
高
い
と
い
う

こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
（
参
照
資
料1-5

）。 

二
世
紀
中
葉
の
大
和
朝
廷
成
立
前
の
大
和
、
河
内
で
は
出
雲
と
同
じ
鋳
型
の
銅
鐸
が
出
土

す
る
。
銅
鐸
が
壊
さ
れ
三
角
縁
神
獣
鏡
の
銅
鏡
祭
祀
に
移
行
し
た
纏
向
遺
跡
は
三
世
紀

で
あ
る
。
三
輪
山
信
仰
が
大
物
主
大
神
を
表
す
こ
と
か
ら
古
代
大
和
が
創
ら
れ
る
前
は
出

雲
の
政
権
が
あ
っ
た
で
の
で
あ
る
。 

古
事
記
に
記
さ
れ
て
い
る
国
譲
り
神
話
は
大
和
朝
廷
が
出
雲
国
を
従
わ
せ
た
物
語
で

あ
る
が
、
大
き
な
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
考
古
学
的
資
料
は
無
い
。
こ
の
こ
と
は
神
話
通
り
、
話
し
合
い
で
の
禅
譲
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
古
事
記
の
記
述
を
読
み
解
い
て
み
よ
う
。 

天
照
大
御
神
は
、
大
国
主
神
に
よ
っ
て
葦
原
中
国
が
平
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
建
御
雷
之
男
神
（タ
テ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
オ
ノ
カ
ミ
）と
天
鳥
船

神
（
ア
メ
ノ
ト
リ
フ
ネ
ノ
カ
ミ
）を
出
雲
の
大
国
主
神
に
遣
わ
し
て
言
う
。 

「
汝
が
う
し
は
け
る
（
領
有
す
る
）
葦
原
中
国
（出
雲
）は
我
が
御
子
（み
こ
：天
照
大
御
神
）の
知
ら
す
（治
め
る
）国
で
あ
る
。
と
任
命
（命
じ
る

こ
と
）
な
さ
っ
た
。
汝
の
考
え
は
い
か
が
」と
、
大
国
主
神
は
二
人
の
息
子
が
決
め
る
こ
と
と
伝
え
、
息
子
と
相
談
す
る
。
二
人
の
息
子
と
は
、
事

代
主
神
（
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）と
建
御
名
方
神
（タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
ノ
カ
ミ
）で
あ
る
。
弟
の
建
御
名
方
神
が
反
対
し
、
建
御
雷
之
男
神
と
力
比
べ

を
す
る
こ
と
に
な
る
。 

熊野大社

出雲大社

三郡

出雲郡

意宇郡

神門郡

四大勢力

荒神谷遺跡

加茂岩倉遺跡

仏経山

参照資料１－５ ：古代出雲豪族図
出典：ウィキペディア図柄引用
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建
御
雷
之
男
神
は
、
千
人
が
か
り
で
引
く
ほ
ど
の
大
き
な
岩
を
指
で
弄
び
な
が
ら
来
た
建
御
名
方

神
の
手
を
握
り
つ
ぶ
し
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
遠
く
へ
投
げ
飛
ば
し
た
。
命
の
危
険
を
感
じ
た
建
御
名
方

神
は
、
諏
訪
に
逃
げ
、
今
後
こ
の
地
か
ら
他
へは
行
か
な
い
こ
と
を
誓
い
、
許
し
を
請
う
。
建
御
名
方

神
は
現
在
の
諏
訪
大
社
の
祭
神
で
あ
る
。 

二
人
の
息
子
の
同
意
の
報
告
を
受
け
て
、
大
国
主
神
は
国
譲
り
を
承
諾
す
る
と
同
時
に
、
高
天
原

に
届
く
ほ
ど
に
千
木
（ち
ぎ
）を
高
く
建
て
た
壮
大
な
宮
殿
（参
照
資
料1-

6

）を
造
り
祀
ら
れ
る
こ

と
を
建
御
雷
之
男
神
に
請
い
、
許
さ
れ
る
。
現
在
の
出
雲
大
社
で
あ
る
。
高
天
原
か
ら
天
穂
日
命

（ア
メ
ノ
ホ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）が
降
臨
し
、
出
雲
国
造
と
出
雲
神
社
宮
司
に
な
る
。
高
天
原
か
ら
の
降
臨

で
あ
る
か
ら
出
雲
国
の
監
視
役
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
千
家
と
い
い
、
二
〇

一
四
年
秋
に
高
円
宮
家
の
二
女
・典
子
女
王
と
、
千
家
国
麿
氏
が
ご
結
婚
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新

し
い
。 

事
代
主
神
（コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）
に
関
し
て
も
、
出
雲
に
美
保
神
社
の「
青
柴
垣
（あ
お
し
ば
が
き
）

神
事
」が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
神
事
は
事
代
主
神
が
国
譲
り
を
迫
ら
れ
、
同
意
の
後
、
注

天
逆
手
（あ
ま

の
さ
か
て
）で
船
を
青
柴
垣
に
変
え
て
海
の
中
に
姿
を
消
す
。
青
柴
垣
と
は
魚
と
り
の
仕
掛
け
で
入

っ
た
ら
出
れ
な
い
。
（
注
）
天
逆
手
と
は
、
呪
術(

じ
ゅ
じ
ゅ
つ)

の
一
つ
で
手
の
甲
で
拍
手
。
音
が
し
な
い
。
賛
意
を
示

さ
な
い
意
思
表
示
と
言
わ
れ
る
。 

出
雲
の
主
要
な
リ
ー
ダ
ー
が
総
て
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。
戦
わ
ず
し
て
姿
を
消
し
た
と
い
う
こ
と
は
大
和
で
の
大
王
家
の
力
が
余
程

強
大
に
な
っ
て
い
た
と
想
像
で
き
る
。 

  

 

    
 

参照資料１－６：出雲大社

宇豆柱
（うずばしら）

出典：ウィキペディア図柄引用
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第
四
話 

日
向
伝
説 

 
記
紀
で
は
、
神
が
高
天
原
か
ら
日
向
へ降
臨
す
る
日
向
伝
説
を
正
統
派
の
天
孫
降
臨
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
日
向
伝
説
は
高
天
原
の

神
の
世
界
か
ら
、
葦
原
中
国
で
初
代
天
皇
、
神
武
天
皇
に
な
る
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
：以
降
、
イ
ワ
レ
ビ
コ

命
）
が
大
和
に
向
け
て
日
向
か
ら
出
立
す
る
神
武
東
征
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。
こ
の
物
語
に
は
二
種
類
の
神
が
現
れ
る
。
高
天
原
か
ら
降
臨
し

て
く
る
神
々
の
天
つ
神
（あ
ま
つ
か
み
）と
葦
原
中
国
に
い
る
国
つ
神
（く
に
つ
か
み
）で
す
。
国
つ
神
は
葦
原
中
国
の
豪
族
の
首
長
を
指
し
て
言

い
ま
す
。 

出
雲
の
国
譲
り
の
承
諾
を
建
御
雷
之
男
神
（
タ
テ
ミ
カ
ヅ
チ
ノ
オ
ノ
カ
ミ
）と
天
鳥
船
神
（ア
メ
ノ
ト
リ
フ
ネ
ノ
カ
ミ
）
か
ら
の
報
告
を
受
け
た

天
照
大
御
神
（
以
下
、
ア
マ
テ
ラ
ス
）
は
、「
葦
原
中
国
（出
雲
、
大
和
）に
降
っ
て
、
国
を
知
ら
せ
（治
め
よ
）」と
息
子
の
天
忍
穂
耳
命
（ア
メ
ノ
オ

シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）に
仰
せ
ら
れ
た
。
天
忍
穂
耳
命
は「
降
臨
の
準
備
中
に
子
供
が
生
ま
れ
た
の
で
、
子
供
の
瓊
瓊
杵
尊
（以
降
、
ニ
ニ
ギ
ノ
命
）

を
降
ろ
す
べ
き
」と
申
し
出
ま
す
。 

ア
マ
テ
ラ
ス
は
ニ
ニ
ギ
ノ
命
に
三
種
の
神
器「
八
尺
勾
玉
（ヤ
サ
カ
ノ
マ
ガ
タ
マ
）」、「
八
咫
鏡
（ヤ
タ
ノ
カ
ガ
ミ
）」、「
草
薙
剣
（ク
サ
ナ
ギ
ノ
ツ
ル

ギ
）
」を
渡
し
て
、「
こ
の
鏡
は
、
私
の
御
魂
と
し
て
わ
が
身
を
祭
る
よ
う
に
し
て
拝
み
な
さ
い
」と
仰
せ
ら
れ
る
。
鏡
に
対
す
る
信
仰
は
こ
こ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
古
代
大
和
遺
跡
の
纏
向
遺
跡
で
銅
鐸
が
破
壊
さ
れ
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
現
す
る
の
は
、
鏡
を
信
奉
す
る
種
族
が
大
和
へ乗

り
込
ん
で
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
九
州
に
い
た
種
族
が
大
和
に
移
動
し
た
と
い
う
の
は
こ
の
点
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
、

三
種
の
神
器
は
八
咫
鏡
が
伊
勢
神
宮
に
保
管
さ
れ
、
八
尺
勾
玉
は
皇
居
に
、
草
薙
剣
は
熱
田
神
宮
に
分
散
し
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
高
天
原
の
天
つ
神
は
降
臨
す
る
と
し
て
も
葦
原
中
国
に
降
り
る
た
め
に
は
案
内
役
が
必
要
で
す
。
そ
こ
に
出
て
く
る
の
が
国
つ
神
の
猿

田
毘
古
神
（サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
）で
あ
る
。
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
、
猿
田
毘
古
神
を
案
内
役
に
し
て
、
注

随
伴
神
で
あ
る
天
宇
受
売
神
（ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ

ノ
カ
ミ
）
、
思
金
神
、
天
手
力
男
神
（
テ
ヂ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ
）等
を
伴
い
、
高
千
穂
の
峰
に
降
臨
し
ま
す
。
（
注
）
コ
ラ
ム
参
照 

天
孫
降
臨
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
天
つ
神
で
す
が
、
葦
原
中
国
に
降
り
た
の
だ
か
ら
そ
の
子
供
以
降
は
国
つ
神
に
な
る
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
と
神
を
統
治
す
る
天
皇
に
な
り
ま
す
。
ニ
ニ
ギ
ノ
命
か
ら
山
幸
彦
、
葺
草
葺
不
合
命
（ウ
ガ
キ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
経
て
三

代
目
に
イ
ワ
レ
ビ
コ
命
が
生
ま
れ
、
大
和
で
天
皇
の
初
代
、
神
武
天
皇
に
な
り
ま
す
。
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
降
臨
後
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
（
コ
ノ
ハ
ナ

サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）に
出
合
い
、
一
目
ぼ
れ
し
て
結
婚
し
ま
す
。 

木
花
之
佐
久
夜
毘
売
は
山
の
神
で
あ
る
大
山
津
見
命
（オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
命
）の
娘
で
す
。
葦
原
中
国
の
山
の
神
を
味
方
に
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
大
山
津
見
命
は
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
の
子
供
で
あ
り
ア
マ
テ
ラ
ス
と
兄
弟
神
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
木
花
之
佐
久
夜
毘

売
と
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
人
間
界
で
は
親
戚
に
な
り
ま
す
。
出
雲
伝
説
で
の
ス
サ
ノ
オ
と
結
ば
れ
る
櫛
名
田
比
売
（ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
）も
大
山
津
見
命



 

14 

 

の
娘
で
す
。
神
様
の
世
界
で
は
、
人
間
界
の
婚
姻
ル
ー
ル
は
通
じ
な
い
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
は
富
士
山
信
仰
の
浅
間

（
せ
ん
げ
ん
）神
社
の
祭
神
（さ
い
じ
ん
）で
、
大
山
津
見
命
は
丹
沢
山
系
の
霊
山
、
大
山
に
あ
る
大
山
阿
夫
利
神
社
（
お
お
や
ま
あ
ぶ
り
じ
ん
じ

ゃ
）
の
祭
神
で
す
。
富
士
山
と
大
山
は
対
面
し
て
い
ま
す
の
で
、
親
子
で
お
互
い
に
見
守
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
脱
線
し
ま
し
た
。

元
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
ニ
ニ
ギ
ノ
命
と
結
ば
れ
た
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
は
、
一
夜
で
身
ご
も
り
ま
す
。
さ
す
が
に
、
ニ
ニ
ギ
ノ
命
も「
国
つ
神
の
子
供
で
は
な
い

の
か
」と
詰
問
し
ま
す
。
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
は
、「
私
の
生
む
子
が
、
も
し
国
つ
神
の
子
な
ら
ば
、
無
事
に
出
産
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
も
し
天
つ
神
の
子
で
あ
る
な
ら
ば
。
無
事
に
出
産
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
」と
云
う
と
、
出
入
り
口
の
無
い
八
尋
殿
（
や
ひ
ろ
ど
の
）に
入

り
、
火
を
つ
け
る
。
燃
え
盛
る
火
の
中
で
子
を
産
み
ま
し
た
。
火
の
中
で
生
ま
れ
た
子
は
、
火
照
命
（ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）、
次
に
火
須
勢
理
命

（
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
そ
し
て
火
が
修
ま
る
頃
生
ま
れ
た
子
、
火
遠
理
命
（ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）を
生
む
。
火
照
命
は
海
の
獲
物
を
と
る
人
と
い

う
意
味
で「
海
幸
彦
」と
も
言
い
ま
す
。
火
遠
理
命
は
山
の
獲
物
を
と
る
人
と
い
う
意
味
で「
山
幸
彦
」と
も
言
い
ま
す
。 

あ
る
時
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦
は
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
道
具
を
交
換
し
て
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
山
幸
彦
は
海

幸
彦
の
貸
し
て
く
れ
た
大
事
な
釣
り
針
を
失
く
し
ま
す
。
山
幸
彦
は
替
り
の
釣
り
針
を
作
っ
て
返
そ
う
と
し
ま
す
が
、
海
幸
彦
は
怒
っ
て
、「
ど

う
し
て
も
あ
の
釣
り
針
を
返
し
て
く
れ
」と
言
っ
て
攻
め
立
て
ま
す
。
山
幸
彦
は
途
方
に
暮
れ
て
、
涙
を
浮
か
べ
て
海
辺
に
座
り
込
ん
で
い
る

と
、
そ
こ
へ潮
の
流
れ
を
司
る
塩
椎
神
（
シ
オ
ツ
チ
ノ
カ
ミ
）
が
現
れ
、「
な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
か
？
」と
尋
ね
る
の
で
理
由
を
話
し
ま
す
。
塩
椎
神

は「
私
が
あ
な
た
の
力
に
な
り
ま
し
ょ
う
」と
言
っ
て
、
竹
籠
で
造
っ
た
船
に
山
幸
彦
を
乗
せ
、
海
神
（わ
た
つ
み
）の
い
る
宮
殿
に
案
内
し
ま
す
。 

そ
こ
で
海
神
の
娘
、
豊
玉
毘
女
（ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
）に
遭
い
、
お
互
い
に
一
目
ぼ
れ
し
ま
す
（参
照
資
料1-7

）。
山
幸
彦
は
こ
こ
で
三
年
を
過
ご

し
、
豊
玉
毘
女
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
山
幸
彦
が
帰
る
時
、
海
神
は
、
鯛
の
喉
に
刺
さ
っ
て
い
た
海
幸
彦
の
釣
り
針
を
取
り
、
釣
り
針
と
共

に
鹽
盈
珠
（し
お
み
ち
の
た
ま
）・鹽
乾
珠
（し
お
ひ
の
た
ま
）を

渡
し
ま
す
。
潮
の
満
ち
引
き
を
司
る
魔
法
の
玉
で
す
。
山
幸
彦

は
還
っ
て
か
ら
潮
の
満
ち
干
を
司
る
た
め
、
海
幸
彦
は
山
幸
彦

に
屈
服
し
、
昼
夜
の
守
り
神
と
な
っ
て
山
幸
彦
を
支
え
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。
記
紀
を
読
ん
で
い
る
と
、
海
の
者
は
山
の
者
に
従

い
、
兄
は
末
弟
に
従
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
大
和
が
渡
来
人
を
従
え
、
末
子
相
続
を
前
提
と
し
た

と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

参照資料１－７
山幸彦とトヨタマヒメ

山幸彦

豊玉媛

出典：文化遺産オンライン
青木繁「わだつみのいろこの宮」
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連
れ
帰
っ
た
豊
玉
媛
（ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
）は
妊
娠
し
、
出
産
の
場
所
を
探
し
ま
す
。
豊
玉
毘
女
は

「
天
つ
神
の
御
子
は
海
原
で
生
む
べ
き
で
は
な
い
」と
云
わ
れ
、
山
幸
彦
は
海
辺
の
波
打
ち
際
に

鵜
の
羽
を
葦
に
見
立
て
た
産
屋
を
作
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
鵜
の
葺
草
（
か
や
）を
葺
き
合
え
る

前
に
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
御
子
は
葺
草
葺
不
合
命
（ウ
ガ
キ
フ
キ

ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
）と
名
付
け
ら
れ
ま
す
。
豊
玉
毘
女
は
出
産
時
に
、
山
幸
彦
に「
他
の
世
界
の
者

は
必
ず
元
の
国
の
形
に
な
っ
て
産
む
も
の
で
す
。
ど
う
か
、
見
な
い
で
く
だ
さ
い
」と
依
頼
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
山
幸
彦
は
見
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
八
尋
和
邇
（
や
ひ
ろ
わ
に
）が
這
っ

て
う
ね
り
く
ね
り
し
て
い
た
の
を
見
て
驚
き
ま
す
。
し
か
し
、
豊
玉
毘
女
は
見
ら
れ
た
こ
と
の
恥

ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
海
神
（
ワ
タ
ツ
ミ
）の
宮
に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
御
子
（み
こ
）の
養

育
を
妹
の
玉
依
媛
（タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
）
に
託
し
ま
す
。 

鵜
戸
神
宮
（う
ど
じ
ん
ぐ
う
）は
、
宮
崎
県
日
南
市
の
海
辺
に
あ
る
に
あ
る
神
社
で
す
。
祭
神
は

葺
草
葺
不
合
命
で
す
。
神
社
は
主
祭
神
の
産
殿
の
址
と
伝
え
ら
れ
る
霊
地
で
す
。
鵜
葦
草
葦

不
合
命
は
叔
母
の
玉
依
毘
売
命
を
娶
り
、
生
ん
だ
子
が
イ
ワ
レ
ビ
コ
命
、
の
ち
の
神
武
天
皇
で

す
。
成
長
し
て
、
神
武
東
征
の
後
、
初
代
の
天
皇
と
し
て
即
位
し
ま
す
。
天
皇
時
代
の
始
ま
り

に
な
り
ま
す
。 

こ
の
日
向
の
地
に
は
四
世
紀
初
頭
か
ら
中
葉
に
か
け
て
造
ら
れ
た
西
都
原
（さ
い
と
ば
る
）古

墳
群
（参
照
資
料1-8

）が
あ
り
ま
す
。
男
狭
穂
塚
（お
さ
ほ
づ
か
）の175m

は
日
本
最
大
の
帆

立
貝
形
古
墳
。
女
狭
穂
塚
（
め
さ
ほ
づ
か
）の180m

は
九
州
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
、
瓊
瓊
杵
尊
（に
に
ぎ
の
み
こ
と
）と
木
花
昨
夜
姫
の
墳
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

参照資料１－８：西都原古墳

男狭穂塚古墳
（おさほづかこふん）

女狭穂塚古墳
（めさほづかこふん）

出典：ウィキペディア図柄引用
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第
五
話 

大
和
朝
廷
の
誕
生
と
そ
の
経
緯 

  
日
本
に
移
動
し
定
住
し
て
い
た
現
生
人
が
約
三
万
八
千
年
前
、
磨
製
石
器
を
作
り
、
約
一
万
五
千
年
前
に
縄
文
人
が
火
焔
土
器
や
石
器
、

栗
や
胡
桃
な
ど
の
栽
培
よ
る
生
活
環
境
を
つ
く
り
、
縄
文
文
化
を
形
作
っ
た
。
そ
の
後
、
紀
元
前
一
千
年
前
後
に
朝
鮮
半
島
か
ら
の
移
住
者

が
水
稲
耕
作
を
持
ち
こ
み
弥
生
文
化
を
作
っ
た
。
そ
し
て
紀
元
前
後
、
北
九
州
か
ら
大
量
に
西
日
本
へ人
口
移
動
し
、
近
畿
地
方
独
自
の
弥

生
文
化
が
大
和
か
ら
河
内
に
か
け
て
作
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
を
畿
内
（う
ち
つ
く
に
）と
名
付
け
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
古
代
大
和
の
最
初
の
都

市
遺
跡
で
あ
る
纏
向
（ま
き
む
く
）遺
跡
が
創
ら
れ
、
大
王
家
の
勢
力
が
拡
大
し
、
大
和
朝
廷
を
形
作
っ
て
い
く
。
第
五
話
で
は
大
和
朝
廷
誕

生
ま
で
の
成
長
の
経
緯
を
全
体
像
と
し
て
概
観
す
る
。 

古
事
記
に
は
、
神
武
東
征
で
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
命
が
大
和
に
入
ら
れ
た
時
、
長
髄
彦
（な
が
す
ね
ひ
こ
）を
従
え
た
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
が
臣
下
の
礼

を
と
り
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
命
は
大
和
を
平
定
す
る
。
大
和
を
平
定
す
る
。
神
武
東
征
は
完
了
し
、
橿
原
宮
（か
し
は
ら
ぐ
う
）で
初
代
天
皇
、
神

武
天
皇
が
即
位
し
、
誕
生
す
る
。 

イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
命
が
落
ち
着
く
橿
原
宮
の
地
に
纏
向
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
特
殊
器
台
・特
殊
壺
・孤
紋
（こ
も
ん
）円
盤
・鶏
形
（に
わ

と
り
が
た
）
木
製
品
な
ど
の
祭
祀
用
具
が
出
土
す
る
。
こ
の
土
器
は
岡
山
県
の
吉
備
（き
び
）で
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
み
ら
れ
、
吉
備
が
発

祥
の
地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
方
後
円
墳
の
形
も
吉
備
の
総
社
（そ
う
じ
ゃ
）
市
に
あ
る
宮
山
古
墳
（
み
や
や
ま
こ
ふ
ん
）が
原

型
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
和
創
世
記
に
は
吉
備
の
活
躍
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。 

 

纏
向
遺
跡
の
前
代
に
、
こ
の
三
輪
山
の
麓
に
定
住
し
た
四
つ
の
弥
生
環
濠
集
落
で
あ
る
池
上
曽
根
遺
跡
（大
阪
府
和
泉
市
・泉
大
津

市
）
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
（
奈
良
市
田
原
本
町
）、
平
等
坊
遺
跡
（天
理
市
岩
室
）、
大
福
遺
跡
（桜
井
市
）・坪
井
遺
跡
（橿
原
市
）の
集
落
が
あ
っ

た
。
池
上
曽
根
遺
跡
か
ら
古
代
の
神
殿
跡
と
み
ら
れ
る
巨
大
な
建
物
が
見
つ
か
っ
た
。
紀
元
前
一
世
紀
中
葉
ご
ろ
か
ら
大
和
や
河
内
に
造
ら

れ
、
三
世
紀
初
頭
の
動
乱
で
解
体
し
、
そ
の
直
後
に
古
代
都
市「
大
和
」（纏
向
遺
跡
）
が
出
現
す
る
。 

纏
向
遺
跡
の
規
模
は
平
城
京
と
同
等
の
敷
地
を
持
つ
広
大
さ
で
、
大
和
の
支
配
層
は
高
床
式
住
居
に
住
み
、
三
輪
山
か
ら
の
上
水
道
の
設
置

で
円
筒
形
の
木
製
の
排
水
管
（樋
：
ひ
）が
作
ら
れ
設
置
す
る
高
度
技
術
も
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
嘗
祭
（に
い
な
め
さ
い
）
で
の
交
流
と
み

ら
れ
る
農
耕
神
を
祀
っ
た
と
思
わ
れ
る
高
床
式
建
物
跡
、
祭
祀
用
品
を
埋
め
た
穴
が
多
く
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
穴
か
ら
東
は
武
蔵
（東

京
都
と
埼
玉
県
）か
ら
、
西
は
長
門
（山
口
県
）至
る
土
器
が
発
掘
さ
れ
が
、
農
業
の
跡
が
な
い
。
鋤
（す
き
）
は
出
土
す
る
が
鍬
（く
わ
）は
ほ
と

ん
ど
な
い
か
ら
農
業
は
営
ん
で
い
な
い
交
易
と
政
令
都
市
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
王
権
は
、
高
度
な
技
術
を
持
ち
、
広
範
囲
の
勢
力
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、
北
九
州
と
の
交
流
が
な
く
、
こ
の
纏
向
遺
跡
が
大
陸
文
化
の
影
響
が
少
な
い
遺
跡
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
北
九
州
で
見
ら
れ
る
前
漢
鏡
、
銅
矛
、
甕
棺
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
纏
向
で
は
見
ら
れ
ず
、
銅
鐸
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
世
紀
中
葉
に
銅
鐸
が



 

17 

 

破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
へ来
た
支
配
者
が
銅
鐸
祭
祀
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
世
紀
後
半
に
は
箸
墓
古
墳
に
代
表
さ
れ
る

前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
、
三
角
縁
神
獣
鏡
を
作
り
、
銅
鏡
祭
祀
へ移
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
世
紀
前
後
に
大
き
な
王
権
の
移
動
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
武
東
征
に
よ
る
王
権
交
替
の
物
語
を
想
起
さ
せ
る
展
開
で
あ
る
。 

倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
（ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）を
埋
葬
し
た
と
言
わ
れ
る
前
方
後
円
墳「
箸
墓
（は
し
は
か
）
古
墳
」を
築
い
た

後
、
古
墳
時
代
に
推
移
す
る
が
、
纏
向
で
は
古
墳
は
作
ら
れ
無
く
な
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
神
と
の
交
流
の
巫
女
を
神
と
し
て
祀

る
の
で
は
な
く
、
大
王
自
身
が
体
内
に「
天
皇
霊
（す
め
ら
み
こ
と
の
み
た
ま
）」を
受
け
る
と
い
う
首
長
霊
信
仰
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
天
皇
霊

や
首
長
霊
を
祭
る
古
墳
時
代
に
入
っ
て
い
っ
た
。 

大
和
朝
廷
は
、
古
代
大
和
か
ら
始
ま
り
、
奈
良
時
代
ま
で
続
く
。
年
代
で
言
え
ば
、
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま
で
を
い
う
。
古
墳
時
代
が
終

焉
す
る
七
世
紀
初
頭
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

三
世
紀
後
半
の
書
記
の
崇
神
天
皇
（
第
十
代
）期
に
あ
る
重
要
な
時
代
の
変
化
を
思
わ
せ
る
二
点
の
記
述
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

一
点
目
は
、
崇
神
天
皇
六
年
条
の
記
述
で
、「
是
よ
り
先
に
、
天
照
大
御
神
、
倭
大
国
魂
（ヤ
マ
ト
オ
オ
ク
ニ
ノ
タ
マ
）
の
二
神
を
、
天
皇
の
大
殿

の
う
ち
に
並
べ
祭
る
。
然
れ
ど
も
そ
の
神
の
勢
い
を
畏
（お
そ
）り
て
、
共
に
住
み
給
う
に
安
か
ら
ず
。
故
、
天
照
大
御
神
を
も
っ
て
豊
鍬
入
姫

命
（
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
に
託
け
祭
り
て
倭
の
注

笠
縫
邑
（か
さ
ぬ
い
む
ら
）に
祀
り
、
倭
大
国
魂
は
皇
女
渟
名
城
入
姫
命
（
ヌ
ナ
キ
イ

リ
ヘ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
に
祀
ら
せ
た
。
」と
あ
り
ま
す
。
当
時
、
疫
病
が
流
行
し
た
原
因
が
二
神
の
争
い
で
あ
る
と
し
、
二
神
を
別
々
の
地
に
分
け
て

祀
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

（注
）笠
縫
邑
と
は
現
在
の
檜
原
（ひ
ば
ら
）神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
倭
大
国
魂
を
祀
っ
て
い
た
皇
女
渟
名
城
入
姫
命
頭
の
毛
が
抜
け
、
体
が
や
せ
細
り
祀
れ
な
く
な
る
。
す
る
と
、
崇
神
天
皇
の
夢

枕
に
大
物
主
大
神
が
現
れ
宣
託
さ
れ
た
。「
も
し
わ
が
子
、
大
田
田
根
子
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
）に
我
を
祀
ら
せ
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
平
ら
ぐ
だ
ろ

う
」と
。
大
田
田
根
子
を
探
し
、
祀
ら
せ
る
と
疫
病
は
治
ま
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
話
は
、
前
述
し
た
が
、
三
輪
山
の
神
と
し
て
一
つ
に
統
一
さ
れ

て
い
た
神
を
、
葦
原
中
国
の
神
で
あ
る
大
物
主
神
、
太
陽
神
と
し
て
の
天
照
大
御
神
、
大
和
の
地
主
神
と
し
て
の
倭
大
国
魂
神
に
、
三
分
割
し

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
出
雲
の
勢
力
を
解
体
し
、
太
陽
神
と
し
て
の
天
照
大
御
神
を
分
離
し
、
伊
勢
信
仰
を
作
り
上
げ
る
基
点

を
創
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

も
う
一
つ
は
、
崇
神
天
皇
九
年
九
月
九
日
条
の「
四
道
将
軍
」で
あ
る
。
大
彦
命
（
オ
オ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）を
北
陸
道
に
、
武
渟
川
別
命
（タ
ケ
ヌ

ナ
カ
ワ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
）を
東
海
道
、
吉
備
津
彦
命
（キ
ビ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）を
西
道
（山
陽
道
）、
丹
波
道
主
命
（タ
ン
バ
ミ
チ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
）を

丹
波
（山
陰
道
）の
四
道
に
遣
わ
さ
れ
た
（参
照
資
料1-9

）。
詔
し
て「
も
し
教
え
に
従
わ
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
兵
を
以
て
打
て
」と
。
注

印
綬
を

授
か
り
将
軍
と
な
る
。
崇
神
天
皇
期
に
大
和
朝
廷
の
勢
力
を
四
道
に
拡
大
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
西
海
道
（九
州
）、
南
街
道
（四
国
）の

将
軍
は
い
な
い
の
で
、
ま
だ
統
治
下
に
は
い
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
土
の
主
要
部
分
を
納
め
た
天
皇
で
あ
り
、
崇
神
天
皇
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は
最
初
に
国
土
を
統
治
し
た
天
皇
と
い
う
意
味
の
御
肇
國
天
皇
（ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
）と
い
う
称
号
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。 

四

道
に
派
遣
さ
れ
た
将
軍
が
す
べ
て
天
皇
家
の
皇
子
（参
照
資
料1

-10

）あ
る
こ
と
か
ら
も
天
皇
家
が
統
治
を
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
（
注
）
印
授
と
は
、
徳
川
時
代
の
葵
の
御
紋
の
よ
う
な
権
威
を
示
す
首
に
か
け
る
組
み
ひ
も
を
い
う
。 

四
世
紀
に
な
る
と
、
大
王
自
身
が「
天
皇
霊
」を
受
け
る
形
に
変
化
す
る
。
三
世
紀
末
に
箸
墓
古
墳
が
造
ら
れ
た
が
、
墓
の
主
は
三
輪
山
の

神
、
大
物
主
大
神
の
妻
の
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
（ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
あ
る
。
纏
向
遺
跡
が
出
来
た
当
時
は
神
の
声
を
聞
け

る
の
は
巫
女
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
姫
は
大
和
朝
廷
の
権
威
の
象
徴
で
あ
る
前
方
後
円
墳
の
第
一
号
の
箸
墓
古
墳
（は
し
は
か
こ
ふ

ん
）に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
古
墳
以
降
、
纏
向
で
は
古
墳
は
作
ら
れ
ず
、
纏
向
以
外
の
地
で
天
皇
霊
の
古
墳
と
し
て
前
方
後
円
墳

が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
前
述
し
た
。 

五
世
紀
に
な
る
と
、
朝
鮮
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、
大
和
朝
廷
の
本
拠
地
は
大
和
か
ら
朝
鮮
経
営
に
便
利
な
河
内
へ移
動
す
る
。
宮
都
は

難
波
宮
（な
ん
ば
ぐ
う
）と
言
わ
れ
る
。
古
代
大
和
は
姿
を
消
し
、
応
神
天
皇
（十
五
代
）

陵
の
あ
る
古
市
（ふ
る
い
ち
）
古
墳
群
、
仁
徳
天
皇
陵
（十
六
代
）の
あ
る
百
舌
鳥
（も
ず
）

古
墳
群
が
河
内
地
域
に
歴
史
的
遺

跡
と
し
て
残
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
、

朝
鮮
の
北
方
の
高
句
麗
が
南
下
政

策
を
執
り
、
百
済
、
新
羅
、
伽
耶
と

の
戦
い
が
始
ま
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

大
和
への
支
援
依
頼
が
増
え
、
朝
鮮

と
の
軍
事
関
係
強
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
五
世
紀
の
巨

大
古
墳
の
周
り
に
は
多
く
の
注

陪
墓

（
ば
い
ち
ょ
う
）が
造
ら
れ
、
大
量
の

刀
剣
、
甲
冑
、
馬
具
、
鉄
製
農
具
、

金
銀
の
装
飾
具
が
埋
葬
さ
れ
た
。
大

王
の
性
格
が「
司
祭
者
」か
ら「
軍
事

的
・
政
治
的
支
配
者
」
へ変
化
し
た
こ

と
を
物
語
る
。
（
注
）
主
人
の
墓
に
伴
う

参照資料１－９：四道将軍配置
出典：ウィキペディア図柄引用

おおひこの
みこと

みまきひめ

参照資料１－１０：四道将軍系図

出典：ウィキペディア図柄引用

たけぬなかわ
わけのみこと

きびつひこの
みこと

たんばみちぬしの
みこと



 

19 

 

従
者
の
墓
。 

日
本
書
紀
で
は
そ
の
時
期
を
応
神
天
皇
（
第
十
五
代
）か
ら
雄
略
天
皇
（第
二
十
一
代
）時
代
に
当
て
、
、
倭
の
五
王
時
代
と
言
う
。 

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
は
、
大
和
朝
廷
は
飛
鳥
へ遷
都
す
る
。
百
済
を
通
し
て
六
朝
文
化
を
取
り
入
れ
、
聖
徳
太
子
の
も
と
に
飛
鳥

文
化
を
築
く
。
中
国
（隋
）と
の
国
交
を
開
い
て
仏
教
等
の
先
進
文
明
を
取
り
入
れ
、
古
墳
時
代
を
終
焉
す
る
。
太
子
は「
世
間
虚
仮 

唯
仏

是
真
（
せ
け
ん
こ
け 

ゆ
い
ぶ
つ
ぜ
し
ん
）」（こ
の
世
は
移
ろ
い
易
く
、
仏
の
言
う
こ
と
だ
け
が
本
当
な
の
だ
）と
諭
さ
れ
仏
教
寺
院
を
建
て
て
い
っ

た
。
こ
の
こ
と
で
、
首
長
霊
と
し
て
の
巨
大
古
墳
は
消
え
、
阿
弥
陀
如
来
や
仏
陀
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
っ
た
。 
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コ
ラ
ム 

【
天
孫
降
臨
の
随
伴
神
】 

 
天
孫
降
臨
の
随
伴
神
は「
五
伴
諸
（イ
ツ
ト
モ
ノ
オ
）」と

「
七
警
備
神
（シ
チ
ケ
イ
ビ
シ
ン
）」
を
合
わ
せ
十
二
神
で
あ

る
。
記
紀
に
は
素
性
は
書
か
れ
て
な
い
が
、『
古
語
拾
遺
』な

ど
か
ら
、
各
神
の
素
性
が
分
か
る
。
降
臨
時
や
降
臨
後
の
顛

末
を
追
記
す
る
と
、
天
児
屋
根
命
と
布
刀
玉
命
は
ア
マ
テ
ラ

ス
を
祀
る
神
殿
（
伊
勢
神
宮
）の
守
護
神
に
な
る
よ
う
命
じ

ら
れ
た
。
天
宇
受
賣
命
は
降
臨
時
の
縁
で
猿
田
毘
古
命
と

結
婚
す
る
。
伊
斯
許
理
度
売
命
は
作
鏡
連
（か
が
み
づ
く
り

の
む
ら
じ
）
ら
の
祖
神
、
玉
祖
命
は
玉
造
部
（た
ま
つ
く
り
べ
）

の
祖
神
と
さ
れ
る
。 

 

  
 

 
  

 

参照資料－１１：天孫降臨随伴神の素性

出典： 「海道東征」をゆく（産経新聞社）、「古事記」 （竹田恒泰著、学研）他

素 性神 名随伴形

天岩戸伝承で祝詞を奏上した祝詞の神天児屋根命（アメノコヤネ）

五
伴
諸

（
い
つ
と
も
の
お
）

天岩戸伝承で鏡を天照に捧げた祭祀の神布刀玉命（フトダマ）

天岩戸伝承で踊りを披露した芸能の女神天宇受賣命（アメノウズメ）

天岩戸伝承で八咫鏡を製作した神伊斯許理度売命（イシコリドメ）

天岩戸伝承で八尺瓊勾玉を製作した神
玉祖命（タマノオヤ）

天岩戸伝承他、あらゆる軍議で助言を呈してきた
智恵の神

思金神（オモイカネ）

七
警
備
神

天岩戸伝承で岩戸を蹴散らし、アマテラスを救出
した腕力の神

天手力男神（アメノタヂカラオ）

天岩戸の管理をしていた門番を司る神天石門別神（アマノイハトワケ）

高皇産霊尊の子。大伴氏の祖先神。天孫降臨の際,
天津久米命とともに,弓矢をもって先導した。

天忍日命（アメノオシヒノミコト）

久米氏の祖先神。邇邇芸命が降臨するとき, 天忍日
命とともに先導をしたといわれる。天津久米命(アマツクメノミコト）

瓊瓊杵尊(ニニギノミコト)が地上に降ったとき,先
導した神。

猿田毘古命（サルタヒコ）

伊勢神宮外宮(豊受大神宮)の祭神。ケは食物の意，
この神は内宮の天照大神に仕える食物神。

登由宇気神（トヨウケ）
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◆

第
二
章 

「
神
と
天
皇
」の
目
次 

  
  

以降省略 
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参
考
図
書 

 
＋
「
世
界
と
日
本
の
見
方
」 

松
岡
正
剛 

（春
秋
社
） 

 

＋
「
古
事
記
」 

竹
田
恒
泰 

（学
研
）、「
日
本
書
紀
」 

宇
治
谷
孟
（講
談
社
） 

 

＋
「
古
代
日
本
誕
生
の
謎
」 

武
光
誠 

（PH
P

） 

 

＋
「
日
本
の
歴
史 

本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」 

田
中
英
道
著
（扶
桑
者
） 

 

＋
「
ゼ
ロ
か
ら
知
る「
古
事
記
」（Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ
） 

 

＋
「
街
道
東
征
」を
ゆ
く 

神
武
様
の
国
造
り 

（産
経
新
聞
社
） 

 

＋
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
ま
ほ
ろ
ば
」 

（産
経
新
聞
） 

 

＋
『
歴
史
歳
時
記
豆
知
識
』６
９
・氏
姓
制
度
』（ 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

川
村
一
彦
氏
） 

 

＋
「
法
隆
寺
」 

法
隆
寺
発
行 

 

 

＋
「
天
平
の
甍 

唐
招
提
寺
」 

唐
招
提
寺
発
行 

 

＋
「
興
福
寺
の
仏
た
ち
」 

金
子
啓
明
著 

東
京
美
術 
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お
わ
り
に 

 
記
紀
を
読
み
始
め
る
時
に
戸
惑
う
の
は
、
そ
こ
に
出
て
く
る
神
様
、
后
、
姫
君
な
ど
の
名
前
の
難
し
さ
が
あ
り
、
さ
ら
に
古
事
記

と
日
本
書
紀
で
異
な
る
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
加
え
て
、
系
譜
の
込
み
入
っ
た
関
係
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
古
事
記
と
日

本
書
紀
の
記
述
事
象
が
符
合
し
て
い
る
こ
と
で
、
異
な
る
神
名
や
系
譜
に
盛
り
込
ま
れ
る
名
称
は
先
達
の
努
力
に
よ
り
整
合
性
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
紀
の
整
合
性
の
上
に
立
っ
て
両
書
は
国
史
と
な
り
、
こ
の
両
書
を
解
釈
す
る
様
々
な
専
門
書
が
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
記
紀
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
う
い
っ
た
専
門
書
を
活
用
せ
ず
に
両
書
の
み
の
解
釈
の
頼
っ
て
い
る
と
古
代
史
の
流
れ

が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。 

 

本
著
で
は
著
名
な
本
を
参
考
図
書
と
し
て
活
用
し
、
こ
の
専
門
書
を
読
解
す
る
こ
と
で
記
紀
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
読
み
解
い
て
い
く
テ
ー
マ
と
し
て
は
「
古
代
大
和
の
構
築
に
関
わ
っ
た
神
々
」
、
「
平
安
時
代
以
降
の
国
風
文
化
の
基
盤
を
作

っ
た
天
皇
達
」
の
二
点
を
設
け
ま
し
た
。 

「
古
代
大
和
の
構
築
に
関
わ
っ
た
神
々
」
で
は
、
高
天
原
か
ら
天
下
り
し
た
三
柱
の
神
の
位
置
づ
け
を
ま
ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
の
一
柱
の
素
戔
嗚
命
は
高
天
原
の
追
放
者
で
す
か
ら
敵
ま
た
は
外
様
に
な
り
、
出
雲
王
国
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
二
柱
目
の
饒
速
日
命
（ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
）は
高
天
原
か
ら
大
和
への
最
初
に
降
臨
し
た
神
で
す
が
、
大
和
を
治
め
き
れ
て
い
な
い
た
め
、

イ
ワ
レ
ビ
コ
命
（後
の
神
武
天
皇
）
が
神
武
東
征
に
よ
っ
て
高
天
原
の
正
式
な
天
皇
と
し
て
君
臨
す
る
。
饒
速
日
命
は
物
部
氏
の
祖
と
な
っ
て
古

代
大
和
時
代
か
ら
天
皇
家
の
家
臣
と
な
る
。 

 

三
柱
目
は
本
命
の
瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
命
）が
高
天
原
か
ら
降
臨
し
、
孫
の
イ
ワ
レ
ビ
コ
命
に
よ
っ
て
古
代
大
和
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
大
和
を
強
大
な
国
家
へ
創
り
上
げ
て
い
く
第
十
代
の
崇
神
天
皇
か
ら
、
第
十
二
代
景
行
天
皇
・ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
。
そ
し
て
外
国
への
影

響
を
持
つ
よ
う
に
な
る
第
十
五
代
応
神
天
皇
、
第
十
六
代
仁
徳
天
皇
か
ら
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
が
あ
り
、
日
本
と
し
て
の
基
礎
文
化
作

り
が
飛
鳥
・
白
鳳
・
天
平
時
代
の
聖
徳
太
子
、
第
四
十
代
天
武
天
皇
、
第
四
十
五
代
聖
武
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
骨
格
が
で
き
る
と
、
こ
の
観
点

に
立
っ
て
、
記
紀
の
中
で
最
重
要
と
思
わ
れ
る
神
と
天
皇
を
整
理
し
た
。
ま
だ
不
明
点
は
多
い
が
、
こ
の
背
骨
を
理
解
す
る
こ
と
で
関
係
す
る

古
代
の
出
来
事
や
神
々
と
天
皇
が
肉
付
け
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 
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はじめに 

第1章 「日本の 3 つのパンテノン（神殿）」 

 

第2章 「神と天皇」 

 

第3章 「大和朝廷から飛鳥時代へ」  

 

第4章 「白鳳・天平文化」  

 

第5章 「神武天皇」 

おわりに 

                          主な内容                                     


